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創立１５０周年 

富並小学校だより 
令和６年９月１日（Ｎｏ．５） 

文責：校長 工藤美紀 

 

 

２８日間の夏休みが明けた８月２２日、前期の後半戦がスタートしました。このスタートにあたり、

後半戦の３０日間でがんばることをお話しました。 

夏休みが終わった８，９，１０月にがんばることは、「きく」ことです。 
「きく」には、２つの漢字があります。１つは「聞く」そしてもう１つは「聴く」 
同じ読み方の漢字ですが、意味が少し違います。 

 

「聞く」・・・音として耳で感じ取っていること。 
（音をとくに意識することなく耳で感じている状態。） 

 

「聴く」・・・自分から意識を音に集中させて、音を感じ取ったり、意味を理解しようとした
りする。（きき流すのではなく、自分から音に向かっていく状態。） 

※ 英語でも、 聞く… ｈｅａｒ  聴く…ｌisten と、違いがあります。 

 

すでに「聞く」力は身に付いているので、「聴く」力を向上させていくのが、富並小の子どもた
ちのめあてです。実は、この「聴く」力を伸ばすためのポイントが、漢字の中に隠れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

友達の話や先生の話を、どんなこ

とを伝えたいのかな、自分の考えと

同じかな。等「耳と目と心」を使って

話を聴き、話し手ももっと話をしたく

なるような「良い聴き手」になるよう

指導していきたいと思います。 

この日の子どもたちは、休み明け

にもかかわらず、集中して話を聴くこ

とができました。 素晴らしいスタート

を切ることができました。                                                                   

聴く・・・ 

 

～あしたの じぶんは さいこうの じぶん～ 

 

＊富並小 Web

ページでもご

覧ください. 

 

と目と心で聴く 



いつもありがとう！ 
「子ども見守り隊顔合わせ会」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月２２日（木）、「富並小学校見守

り隊」の方との情報交換、そして子ども

たちとの顔合わせ会を行いました。 

下校先が学童保育の人が多いの

で、下校時よりは登校時や休日などに

地域の中で顔を合わせることになると

思いますが、いらっしゃった方一人一人

のお話をしっかり聞きながら、顔を覚え

ることができました。 

春先の安全教室や不審者対応教室 

等でも話題になりましたが、普段から

地 

 

 

７月１７日（水）学校保健委員会が開催されました。今年も、学校医の八鍬 直先生、学校歯科 

医の菊地正悦先生、学校薬剤師の松本有夏先生にお越しいただき、それぞれ専門的な立場から

ご指導いただきました。 

八鍬 直先生  

「脊椎側彎症」について」 

菊地正悦先生 

「過蓋咬合について」 

松本有夏先生  

「ご家族向け喫煙防止教室」 

 

また、今年の学校保健委員会では３人の先生方のご指導だけでなく、保護者のみなさんが３つ

のグループ(１・２年、３・４年、５・６年)に分かれて「家庭でのメディア使用状況とルールについ

て」について話し合う場を設けました。現状を話しながらそれぞれの悩みを共有したり、声掛け

のヒントを見つけたりと、大変有意義な会になりました。 

地域の方や周りの人に、大きな声であいさつをすることは、地域の防犯にもつながります。私たち

を見守っていただいている方々に感謝の思いをもつとともに、日頃から大きな声であいさつをする

ことを確認しました。大高根地区には、見守り隊の方に限らず、登下校する子どもたちに温かな声

をかけ、見守ってくださる方がたくさんいらっしゃいます。感謝申し上げますとともに、これからも見

守っていただきますようよろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

  

 
 
 
 

 んまい‼ つや姫ご飯（雪室米） 
   今年は「つや姫」のプレデビューから１５周年にあ

たる記念の年ということで、８月２８日（つや姫の
日）、JA みちのく村山さんが、村山市内の全小学校

（約８００人分）に、つや姫を無償提供してくださいま

した。１年間雪室で保管したつや姫は、新米同様の

食味と香りを維持できるのだそうです。粒立ちがよく

もちもちとしており、とってもおいしいお米でした。生

産者の元木さんからお話をうかがい「いただきます」

をした子どもたちからは「もっと食べたい。」「毎日だ

といいなあ。」との声が。様々なメディアの取材があり

ましたが、自分の言葉ではきはきと感想を述べ、雪

室米つや姫のおいしさを伝えました。 

「創立１５０周年記念事業」の一つとして、自分が好きな大高根地区の風景

や好きなものを発見（再発見）し、それをみんなで一枚のキャンバスに描こう

という絵画教室を行います。 

講師になってくださるのは、 狩野宏明 先生  （東北芸術工科大学 芸術

学部 美術科 洋画コース 准教授です。お父様が里地区出身です。） 

一枚の長いロールキャンバス（1.5ｍ×１０ｍ）に、カラーペン等を使って、

自分が好きな大高根地区の風景や好きなこと、もの、人を描きます。出来上

がった作品は、創立記念式典時に展示する予定です。 

この機会に、子どもたちと一緒に大高根地区の風景や好きなこと、もの、

人を描きませんか？道具は学校で準備します。ぜひ、いらしてください！！

（描いているところを見学するだけでもOKです） 

 

１ 日 時  ９月１７日（火）  

２ 場 所  体育館 

３ 日 程  児童整列完了  10時 20分           

        制作活動      10時 25分～11時 40分 

        後片付け      11時 40分～11時 50分  

        感想発表      11時 50分～12時 00分  

 

 

創立１５０周年記念事業 絵画教室 

～ キャンバスに描こう  
   ぼく・私の好きな大高根 ～ 

 



９月の行事予定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日 曜 給食 主な学校行事 

1 日 
 

  

2 月 〇 いのちの日 安全点検   後期教科書配付 

3 火 〇 避難訓練②（地震） 

4 水 〇   

5 木 〇   

6 金 〇   

7 土    

8 日    

9 月 〇   

10 火 〇   

11 水 〇 クラブ③ 

12 木 〇 はやま号   

13 金 〇 校内授業研究会（５・６年、とがくし学級） 

14 土 
 

  

15 日    

16 月  敬老の日 

17 火 〇 絵画教室 

18 水 〇 委員会⑨ 

19 木 〇 キラキラお話会③  

20 金 〇   

21 土    

22 日  秋分の日  

23 月  振替休日 

24 火 〇 ５校時限 １・２年移動学習（午前） 

25 水 〇 ５校時限 

26 木 〇   

27 金 〇   

28 土    

29 日    

30 月 〇 べにばな染め 

 

暑さに負けず、今年もた

くさんのべに花が咲きまし

た。紅餅も上手に作りまし

た。紅花染めが楽しみで

す！ 


